


お 申 し 込 み 方 法
■ フ ォ ー ム に よ る 申 し 込 み （ 2 0 2 6 年 3 月 2 5 日 2 3 : 5 9 ま で ）
Q R コ ー ド を 読 み 込 み 、 必 要 事 項 を ご 入 力 く だ さ い 。 
定 員 に 達 し 次 第 フ ォ ー ム を 締 め 切 ら せ て い た だ く 可 能 性 が ご ざ い ま す 。

■ 当 日 券
残 席 が あ る 場 合 、 2 0 2 6 年 3 月 2 7 日 1 7 : 0 0 よ り 奏 楽 堂 に て 配 布 開 始 予 定 。

お 問 い 合 わ せ
 演 奏 藝 術 セ ン タ ー   0 5 0 - 5 5 2 5 - 2 3 0 0
※ 就 学 前 の お 子 様 の 同 伴 ・ 入 場 は ご 遠 慮 い た だ い て お り ま す 。
※ 車 椅 子 を ご 利 用 の お 客 様 は お 申 し 込 み の 時 に そ の 旨 を ご 記 入 く だ さ い 。
※ 曲 目・ 出 演 者 等 は 都 合 に よ り 変 更 と な る 場 合 が あ り ま す の で 、 ご 了 承 く だ さ い。

東 京 藝 術 大 学 奏 楽 堂                          
 〒 1 1 0 - 8 7 1 4  東 京 都 台 東 区 上 野 公 園 1 2 - 8

■ J R 上 野 駅 （ 公 園 口 ） ・ 鶯 谷 駅 （ 南 口 ） 、 東 京 メ ト ロ 千 代 田 線 根 津 駅 よ り 徒 歩 1 0 分
■ 京 成 線 京 成 上 野 駅 、 東 京 メ ト ロ 日 比 谷 線 ・ 銀 座 線 上 野 駅 よ り 徒 歩 1 5 分

※ 駐 車 場 は ご ざ い ま せ ん の で 、 お 車 で の ご 来 場 は ご 遠 慮 く だ さ い 。

「 W e l c o m e  t o . . . 」 は 、 奏 楽 堂 と い う 空 間 に お い て “現 代 オ ペ ラ”  の 新 た な 可 能 性 を 提 示 す る 試 み で あ る 。
こ れ ま で 藝 祭 や 自 主 企 画 を 通 じ 、 身 体 表 現 、 音 楽 、 即 興 演 奏 、 映 像 作 品 な ど 多 様 な 表 現 領 域 を 横 断 し た 公 演 を

制 作 し て き た 経 験 を も と に 、 音 ・ 光 ・ 空 気 ・ 身 体 が 密 接 に 結 び つ く 、 洗 練 さ れ た 舞 台 を 構 築 す る 。
カ イ ヤ ・ サ ー リ ア ホ に よ る オ ペ ラ 「 Ém i l i e 」

1 8 世 紀 に 実 在 し た 女 性 科 学 者 ・ 詩 人 エ ミ リ ー ・ デ ュ ・ シ ャ ト レ の 内 面 を 、 独 唱 、 電 子 音 響 、室 内 オ ー ケ ス ト ラ に よ っ て
描 き 出 す 本 作 は 、 理 性 と 感 情 、 科 学 と 芸 術 、 生 命 と 死 と い っ た 相 反 す る 要 素 が 共 存 す る 精 神 の 劇 場 で あ る 。

音 と 声 そ の も の の 力 に よ っ て 深 い ド ラ マ を 立 ち 上 げ る 点 に お い て 、 奏 楽 堂 と い う 空 間 に 最 も ふ さ わ し い 作 品 と い え る 。
ス テ ィ ー ヴ・ ラ イ ヒ の 「シ テ ィ ラ イ フ」 、 佐 蔵 伸 輝 の 「フ ル ー ト 協 奏 曲」 を 経 て 、 外 界 の 喧 騒 か ら 内 面 の 声 へ と 向 か う 流 れ で 、

演 奏 者 の 身 体 性 と 集 中 力 を 軸 に 、 観 客 一 人 ひ と り の 内 面 に 深 く 作 用 す る 舞 台 体 験 を 、 ぜ ひ 。
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